
様式３

学校名 筑波大学附属坂戸高等学校

項番 評価項目

1-1-2

視聴覚教材や教育機器など の教材・
教具の活用

1-2-1

学校の教育課程の編成・ 実施の考え
方についての教職員間の共通理解の
状況

1-2-3

児童生徒の学習について観点別学習
状況の評価や評定など の状況

1-2-9

教育課程の編成・ 実施の管理の状況

2-1-5

適切な勤労観・ 職業観など 主体的に
進路を選択する 能力・ 態度の育成の
ための指導（ キャ リ ア教育等） の状
況

3-1-2

問題行動への対処の状況

3-2-1

自ら 考え、 自主的・ 自律的に行動で
き 、 自ら の言動に責任を負う こ と が
でき る よ う な指導の状況

4-1-1

児童生徒を対象と する 保健（ 薬物乱
用防止、 心のケア等を含む） に関す
る 体制整備や指導・ 相談の実施の状
況

6-1-3

校内委員会の設置、 特別支援教育
コ ーディ ネータ ーの指名や校内研修
の実施等、 特別支援教育のための校
内支援体制の整備の状況

7-1-2

校務分掌や主任制等が適切に機能す
る など 、 学校の明確な運営・ 責任体
制の整備の状況

8-1-2

校内における 研修の実施体制の整備
状況

9-1-6

全教職員が評価に関与し ている かな
ど 体制の状況

14-1-2

大学と の連携・ 協力

14-1-3
先導的教育研究

校務分掌組織図を作成し 主幹教諭と 主任を各分掌に位置づけ、 学校経営方針を示し て各分
掌の役割と 責任を明確にし た。
各分掌では計画会議において目標と 具体的方策を検討し て実現をはかり 、 年度末の評価会
議においてその成果をも と に評価を行った。
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平成28年度

具体的評価結果

国際バカロ レ ア導入に伴い、 校舎改修を実施し た。 その際、 すべてのホームルーム教室な
ら びに主要な実習室に固定式のプロ ジェ ク タ 等視聴覚機材を設置し た。 教職員全員が使用
でき る よ う に、 研究部が中心と なって機器の使用法や活用法についての研修を実施し た。
ま た、 タ ブレ ッ ト 端末を購入し 、 教材の配付、 提出、 情報共有など に有効活用し た。

国際バカロ レ ア導入の平成30年度入学生から 実施する 新たな教育課程に向けて、 ワ ーキン
ググループ、 企画運営委員会で検討し 、 職員会議に提案し た。 土曜日授業、 学校設定科
目、 I B授業の取り 出し など 検討課題が多く 、 平成30年度の教育課程決定ま では至ら なかっ
たが、 課題は共有でき た。 引き 続き 、 話し 合いを重ねながら 新教育課程を検討する 。

「 総合的学習の時間」 「 卒業研究」 等の科目ではすでに観点別評価を導入し 、 校内のコ ン
センサス を得ている 。 平成28年度は、 国際バカロ レ ア導入に関する 研修会を定期的に開催
し 、 TOK( 知の理論) やEE( 課題論文) についてのルーブリ ッ ク 評価の方法について学んだ。
観察、 応答を通し て、 生徒の理解度、 達成度を把握し ながら 授業を展開し 、 評価に役立て
た。

各分掌が目標を踏ま えた計画の策定と 評価項目を設定し 、 年度始めの計画会議に提出し
た。 こ れに基づき 年度末の評価会議において自己評価を提出し た。 こ れによ り 教職員全員
が目標と 評価を明確に理解し 、 意識の共有を図る こ と ができ た。 さ ら に次年度以降の課題
の明確化と 達成への効果を高める こ と につながった。

大学と 連携し 、 特別講義や各種プロ グラ ムを多数開講し た。 全学規模の教員と 連携し た
「 産業社会と 人間」 特別講義、 生物資源学類教員によ る フ ァ カルティ ・ ディ ベロ ッ プメ ン
ト 、 人間系教員によ る 「 心理学入門 」 、 農林技術センタ ーにおける 生徒実習、 シス テム
情報系教員によ る 特別講義、 オリ ンピ ッ ク 教育プラ ッ ト フ ォ ームと 連携し たオリ ンピ ッ
ク ・ パラ リ ンピ ッ ク 教育、 生命環境系教員によ る 野外実習、 大学院生によ る 研究授業な
ど 、 多く の先進的な授業を実践する こ と によ り ､生徒が専門分野の学習に積極的に取り 組
んだ。

国際バカロ レ ア日本語ディ プロ マプロ グラ ムを導入する ため、 候補校から 認定校へ向けて
の手続き を進め、 2月に認定と なった。 こ れに伴い教育課程を変更し 、 各教科の教育内容
を見直し た。 ま た、 授業時数確保のために年間行事計画を見直し た。

校内研修会は研究部が主体と なって開催し た。 平成２ ８ 年度は課題論文の採点方法につい
て研修し たほか、 各部署の仕事状況を発表する 会を設け、 現在の本校が抱える 課題、 疑問
点など についてのディ ス カッ ショ ンを行った。 ３ 回の研修会で、 I Bや評価の方法、 本校の
方向性への理解に努めた。 今後、 初任者研修を終えた若年層の研修を組織立って計画し て
いく 必要性がある 。

1年次「 産業社会と 人間」 、 「 キャ リ アデザイ ン」 、 2年次「 T-GAP」 、 3年次「 卒業研究」
を通し 生徒の興味や関心に応じ た展開ができ た。 特に1年次では、 各生徒の興味関心に応
じ た科目選択を実現する こ と ができ た。
各教科では到達度目標を意識し 積極的な学習活動を実現さ せた。 「 自由」 「 自律」 「 自
覚」 の教育目標と 、 生徒個々人が価値観を醸成する 指導を心がけた。
1年次「 産業社会と 人間」 、 「 キャ リ アデザイ ン」 、 2年次「 T-GAP」 、 3年次「 卒業研究」
を核と し てキャ リ ア教育の充実に努めた。 ま た、 各教科や年次に於いても キャ リ ア教育を
意識し た授業作り や進路指導を実施し た。
進路指導部では就業体験、 進路相談会、 外部機関と の連携を通じ てキャ リ ア教育の充実に
努めた。
生徒指導部なら びに人権教育･いじ め防止対策委員会、 支援教育委員会、 各年次会等の校
内組織が附属学校教育局と 連携し 、 対処に努めた。 さ ら には、 問題を抱える 生徒の指導を
考える ケース 会議を充実さ せ、 専門機関と の連携も 通し て各年次と も き め細やかな指導を
行う こ と ができ た。 素早い対応を行う ため、 年次会での情報交換、 「 気になる 生徒」 の把
握にも 努めた。

生徒がよ り 意欲的に自ら のキャ リ アデザイ ンを意識し 、 行動でき る よ う 、 系統的な３ 年間
の学びを充実さ せた。 ま た、 生徒会を中心に体育祭、 球技大会、 文化祭など 生徒主体の行
事を通し て、 自治的精神を涵養し た。 さ ら に個人面談や普段から の働き かけによ り 、 自ら
の意識を高めさ せ、 積極的な活動ができ る よ う に指導し た。

ス ク ールカウ ンセラ ーの助言と 協力、 支援教育コ ーディ ネータ ー、 養護教員、 HR担任と の
連携によ り 、 生徒一人一人に対し 、 き め細やかな指導を実施する こ と ができ た。 具体的に
は１ 名のカウ ンセラ ーは週1回来校、 も う １ 人のカウ ンセラ ーは月に2回来校し 、 相談を希
望する 生徒に対応し ている 。 ま た、 養護教諭も 適宜、 相談にあたっている 。 いじ め防止対
策に関する 組織も 整備し 、 学校ホームページにその概要を公開し た。

校内委員会はコ ーディ ネータ 、 教務部主幹、 生徒指導部主幹、 養護教諭、 各年次教員で構
成し ている 。 コ ーディ ネータ と は年次会等で定期的な情報の共有に努め、 支援のニーズが
ある 生徒をよ り 細かく 把握する こ と ができ た。 ス ク ールカウ ンセラ ーと も 週１ 回以上情報
を共有し 、 支援体制を強めた。 校内研修では、 支援教育に対する 教員の理解がさ ら に深
ま った。


